
葛
西
因
是
の
唐
詩
推
重

三

一

葛か

西さ
い

因い
ん

是ぜ

（
一
七
六
四
〜
一
八
二
三
）。
名
は
休
文
。
通
称
は
健
蔵
。
因
是

は
其
の
号
で
あ
る
。
一
般
に
は
因
是
道
人
と
称
し
、
別
に
蒲
蘆
居
士
と
号
し
た
。

明
和
元
年
に
仙
台
藩
士
に
し
て
当
時
上
中
ノ
島
丁
の
蔵
屋
敷
詰
だ
っ
た
葛
西
五

左
衛
門
の
子
と
し
て
大
坂
に
生
ま
れ
、
二
十
歳
頃
ま
で
高
麗
橋
東
に
長
じ
た
。

幼
に
し
て
宇
治
の
平
沢
旭
山
に
句
読
を
授
け
ら
る
。
後
に
長
崎
に
遊
び
通
事
を

学
ぶ
。
寛
政
五
年
初
め
て
江
戸
に
来
り
、
安
永
十
年
林
家
に
入
門
す
る
も
不
行

跡
の
廉
で
離
門
。
寛
政
末
よ
り
享
和
三
年
こ
ろ
ま
で
蝦
夷
に
て
松
前
侯
の
禄
を

食
み
、
仙
台
を
経
て
、
江
戸
築
地
に
住
ま
う
。
江
戸
で
は
林
述
斎
に
再
度
入
門

す
る
も
、
文
化
十
四
年
、
自
著
『
中
庸
弁
錦
』
に
お
い
て
朱
子
注
を
奉
じ
な
か
っ

た
ゆ
え
に
ま
た
も
や
破
門
さ
れ
た
。
文
政
六
年
四
月
六
日
六
十
歳
で
没
す
。
墓

は
小
石
川
伝
通
院
別
院
・
浄
土
宗
法
蔵
院
に
あ
る
。
老
荘
、
周
易
の
学
を
本
分

と
し
、
著
に
『
老
子
輻
注
』（
文
化
十
三
年
）、『
荘
子
神
解
』（
文
政
五
年
）
が

あ
る
が
、
経
子
史
集
百
般
に
通
じ
、『
源
氏
物
語
』「
帚
木
」
の
い
わ
ゆ
る
「
雨

夜
の
品
定
め
」
に
評
語
を
付
し
た
『
雨
夜
閑
話
』
が
写
本
で
伝
わ
り
、
そ
の
斬

新
な
読
み
に
は
源
氏
学
に
お
い
て
も
一
定
の
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
。
か
よ
う

に
漢
学
者
で
あ
り
な
が
ら
、
老
荘
を
奉
じ
、
仏
典
に
も
詳
し
く
、
か
つ
源
語
の

評
を
記
す
よ
う
な
因
是
の
学
問
の
あ
り
か
た
は
、
寛
政
異
学
の
禁
の
後
の
江
戸

の
儒
学
界
で
は
非
難
の
対
象
と
な
る
だ
ろ
う
。
容
易
に
人
を
認
め
る
こ
と
の
な

か
っ
た
太
田
錦
城
を
し
て
「
葛
因
是
、
才
学
文
章
は
一
時
の
英
雋
な
り
…
其
の

才
気
は
則
ち
遠
く
時
輩
を
超
出
す
。
今
代
の
文
人
、
当
に
冠
冕
た
る
は
此
の
子

及
び
佐
藤
一
斎
を
以
て
す
べ
き
な
り
」
と
い
わ
し
め
る
ほ
ど
の
才
子
で
あ
り
な

が
ら
、「
但
し
其
の
文
は
雅
俗
を
辧
ぜ
ず
、
是
れ
其
の
学
の
短
と
す
る
所
な
り
」

と
一
定
の
留
保
を
付
せ
し
め
ざ
る
を
え
な
い
異
端
の
学
者
な
の
で
あ
っ
た
。

詩
学
に
お
い
て
は
、
江
湖
詩
社
の
活
躍
な
ど
に
よ
っ
て
宋
詩
推
重
の
風
が
席

捲
し
て
い
た
江
戸
に
お
い
て
、
独
り
そ
の
風
潮
に
抗
す
る
が
如
く
、
唐
詩
を
重

ん
じ
た
が
、
そ
れ
は
盲
信
的
、
党
派
的
な
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
個
々
の

作
品
を
彼
一
流
の
理
論
を
通
過
さ
せ
て
読
み
破
っ
た
上
で
打
ち
樹
て
た
も
の
で

葛
西
因
是
の
唐
詩
推
重

│
│ 「
通
俗
唐
詩
解
序
」
と
「
柏
山
人
集
序
」 │
│

池　

澤　

一　

郎
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あ
り
、
た
め
に
主
と
し
て
宋
詩
を
典
範
と
し
た
江
湖
詩
社
の
市
河
寛
斎
、
柏
木

如
亭
、
菊
池
五
山
、
大
窪
詩
仏
等
と
も
党
派
的
対
立
を
醸
す
こ
と
な
く
、
活
発

に
詩
文
の
交
わ
り
を
締
し
て
い
た
。
近
時
、
揖
斐
高
氏
が
一
連
の
柏
木
如
亭
研

究
の
中
で
、
如
亭
の
親
友
に
し
て
、
日
暮
里
養
福
寺
に
現
存
す
る
「
柏
山
人
碑
」

の
撰
者
で
も
あ
る
因
是
に
言
及
す
る
こ
と
多
く
、
中
に
就
い
て
『
遊
人
の
抒
情　

柏
木
如
亭
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
）
第
五
章
「
詩
法
転
換
」
に
お
い
て
、

如
亭
の
詩
風
に
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
葛
西
因
是
と
の
交
友
に
由
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
論
ぜ
ら
れ
、『
通
俗
唐
詩
七
律
解
』（
享
和
二
年
）
に
見
ら
れ

る
因
是
の
詩
論
が
、
清
の
金
聖
歎
の
『
貫
華
堂
選
批
唐
才
子
詩
』、『
唱
経
堂
杜

詩
解
』
の
強
い
影
響
下
に
成
っ
て
い
る
こ
と
を
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

受
け
て
村
田
春
海
と
の
交
流
と
い
う
視
座
か
ら
因
是
に
注
目
し
、「
葛
西
因
是

の
『
老
子
』
注
釈
―
『
老
子
輻
注
』
の
方
法
と
そ
の
位
置
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
日

本
文
学
』
43
―
12
、
平
成
六
年
十
二
月
）
を
発
表
し
て
い
た
田
中
康
二
氏
が
、

「
葛
西
因
是
の
『
通
俗
唐
詩
解
』
の
解
釈
戦
略
」
を
発
表
し
、
因
是
の
唐
詩
読

解
の
方
法
を
追
尋
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、
因
是
の
唐
詩
推
重
の
あ
り
方
が
、「
唐
詩
格
調
詩
に
理
解
を
示

す
と
い
う
柔
軟
性
が
あ
っ
た
」
と
括
ら
れ
る
程
度
の
な
ま
や
さ
し
い
も
の
で
は

な
く
、
同
時
代
の
宋
詩
一
辺
倒
の
風
潮
に
強
烈
に
対
抗
意
識
を
燃
や
し
た
、
徹

底
し
た
骨
が
ら
み
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
べ
く
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵

天
香
楼
叢
書
中
の
『
因
是
文
稿
』（
明
治
十
五
年
）
所
収
の
因
是
の
文
章
の
中

か
ら
、
最
も
長
大
な
「
通
俗
唐
詩
解
序
」
と
因
是
が
友
人
の
柏
木
如
亭
の
詩
集

に
寄
せ
た
二
種
類
の
序
文
と
を
解
読
し
て
み
た
い
。『
因
是
文
稿
』
は
近
代
デ

ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
電
子
情
報
で
閲
覧
が
容
易
な
の
で
、
引
用
は
施
さ
れ

た
訓
点
で
疑
問
の
部
分
は
、
版
本
が
存
す
る
も
の
は
そ
れ
を
重
ん
じ
つ
つ
、
改

め
て
私
に
訓
読
を
施
し
、
必
要
に
応
じ
て
原
文
に
触
れ
、
訳
文
を
付
す
る
こ
と

と
す
る
。二

『
因
是
文
稿
』
上
所
収
「
通
俗
唐
詩
解
序
」
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
言

及
す
る
所
が
あ
る
が
、
全
文
に
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

こ
こ
で
は
先
ず
全
体
を
俯
瞰
す
る
こ
と
と
す
る
。『
因
是
文
稿
』
上
の
テ
キ
ス

ト
は
、
字
句
と
訓
点
と
の
双
方
で
少
し
く
問
題
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、

享
和
二
年
刊
行
の
版
本
『
通
俗
唐
詩
解
』
上
の
冒
頭
に
冠
さ
れ
て
「
寛
政
十
二

年
六
月
廿
七
日
」
付
の
因
是
の
識
語
の
あ
る
も
の
を
底
本
と
す
る
。
意
味
内
容

上
、
章
段
を
八
つ
に
分
け
て
、
注
解
と
私
見
と
を
付
す
。

学
童
の
四
書
五
経
の
句
読
を
受
け
し
後
、
稍や

や
字
を
識
る
者
は
、
吟
詩
を

学
ば
ん
こ
と
を
請
ふ
。
世
を
逐
ひ
て
速
成
せ
ん
と
欲
す
る
者
の
若
き
か
、

則
ち
坊
間
鬻
ぐ
所
の
、
詩
学
小
成
、
唐
明
詩
礎
、
具つ

ぶ

さ
に
在
り
。
是
れ
其

の
捷
径
な
り
。
志
を
立
て
て
益
を
求
め
ん
と
欲
す
る
者
の
若
き
か
、
則
ち

三
百
篇
以
降
楚
辞
・
漢
魏
六
朝
、
全
唐
詩
の
諸
詩
を
読
ん
で
、
而
る
後
に

乃
ち
今
手
を
起
こ
す
可
し
。
是
れ
其
の
正
門
大
路
。
当
時
全
唐
の
諸
才
子

に
し
て
、
先
づ
三
百
篇
以
降
を
読
ま
ざ
る
は
莫
し
。
一
時
の
名
家
の
諸
作
、

当
時
宋
明
の
諸
人
に
至
り
て
は
、
亦
た
此
の
路
に
由
り
て
、
此
の
門
に
入



葛
西
因
是
の
唐
詩
推
重

五

り
て
進
歩
せ
ざ
る
は
莫
し
。
吾
れ
今
再
び
正
門
大
路
上
に
就
い
て
、
一
の

方
便
の
法
門
を
開
き
、
為
に
唐
詩
七
言
律
百
首
を
取
り
て
、
国
字
も
て
釈

を
作
り
以
て
之
を
授
く
。

こ
こ
ま
で
は
、
因
是
が
捉
え
る
当
時
の
一
般
的
な
漢
詩
学
習
の
段
階
、
経
路

で
あ
る
。
因
是
は
そ
れ
を
、
流
行
を
追
っ
て
早
く
詩
が
作
れ
る
こ
と
の
み
を
目

途
と
す
る
「
捷
径
」
と
、
か
く
あ
る
べ
き
と
考
え
る
理
想
的
な
道
筋
で
あ
る
「
正

門
大
路
」
と
に
二
分
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
詩
学
に
も
王
道
と
覇
道

と
が
あ
っ
て
、
軽
佻
浮
薄
の
徒
は
覇
道
た
る
「
捷
径
」
に
従
う
も
の
と
考
え
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。『
詩
学
小
成
』は
寛
政
九
年
刊
の
千
葉
芸う

ん
閣か
く
の
漢
詩
入
門
書
。

唐
明
詩
礎
は
、
宝
暦
六
年
刊
（
以
後
版
を
重
ね
る
）
の
石
川
大
凡
編
の
『
唐
詩

礎
』
ま
た
は
安
永
二
年
刊
の
玩
世
道
人
編
の
『
唐
詩
礎
』
と
、
元
文
四
年
刊
の

田
雲
鳳
・
原
五
岳
共
編
の
『
明
詩
礎
』
と
を
併
せ
て
修
し
た
呼
称
で
あ
ろ
う
。

芸
閣
の
著
は
初
心
者
の
作
詩
階
梯
書
で
、
七
言
絶
句
を
作
る
た
め
の
詩
語
を
、

テ
ー
マ
別
に
並
べ
た
二
字
の
も
の
と
韻
字
を
含
む
三
字
の
も
の
、
転
句
用
に
七

文
字
目
が
仄
字
と
な
っ
て
い
る
三
字
の
も
の
を
並
べ
て
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

す
べ
て
の
詩
語
に
平
仄
が
傍
記
さ
れ
て
お
り
、
芸
閣
の
い
さ
さ
か
長
文
の
「
例

言
」
は
本
書
を
使
用
す
る
方
法
を
縷
述
す
る
も
の
で
あ
る
。『
唐
詩
礎
』
と
『
明

詩
礎
』
と
は
、
韻
字
を
含
む
三
字
の
詩
語
を
集
成
し
た
も
の
な
の
で
、
作
法
を

知
っ
て
語
を
並
べ
る
だ
け
の
作
詩
な
ら
、
こ
れ
で
い
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
因
是
は
こ
れ
ら
の
簡
便
な
作
詩
入
門
書
が
当
時
に
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
相
当
つ
よ
く
意
識
し
て
お
り
、
こ
の
「
序
」
の
末
尾
で
本
書
『
通
俗
唐
詩

解
』
が
こ
れ
ら
の
書
物
を
凌
駕
す
る
も
の
だ
と
言
い
募
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
因
是
は
そ
の
「
速
成
」
を
期
し
て
の
「
捷
径
」
は
次
位
に
置
い
て
、

『
詩
経
』、『
楚
辞
』、
漢
魏
六
朝
の
諸
作
品
、『
全
唐
詩
』
を
読
破
し
た
後
に
、

詩
を
作
る
こ
と
に
着
手
す
べ
き
だ
と
す
る
「
正
門
大
路
」
を
勧
め
て
い
る
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
因
是
は
唐
詩
を
も
っ
と
も
重
ん
じ
る
立
場
か
ら
し
て
、
唐
の
詩

人
は
皆
、『
詩
経
』『
楚
辞
』
漢
魏
六
朝
の
作
品
を
読
ん
で
い
る
が
故
に
、『
全

唐
詩
』
を
玉
条
と
す
る
の
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
徂
徠
学
に
よ
っ
て
重
ん

ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
明
詩
、
現
在
流
行
の
宋
詩
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
り
手
も
、

こ
の
「
正
門
大
路
」
に
由
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
学
習
課
程
を
推
賞
す
る

の
だ
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

序
に
曰
く
、
吾
れ
七
八
歳
の
と
き
、
例
に
随
ひ
て
李
家
の
唐
詩
選
を
誦
す
。

十
七
八
に
し
て
学
伴
と
与と

も

に
吟
詩
を
学
び
、
注
釈
唐
詩
選
を
取
り
て
、
之

を
読
む
。
字
訓
典
故
、
儘
通
暁
す
る
こ
と
を
得
た
る
も
、
茫
乎
と
し
て
作

者
の
何
の
為た
め

に
此
の
詩
を
作
れ
る
か
、
何
の
為
に
此
の
句
を
作
れ
る
か
を

知
ら
ざ
る
な
り
。
嘗
て
宿
老
先
生
に
就
い
て
解
を
請
ふ
に
、
大
率
、
詩
の

妙
処
は
解
す
可
き
と
解
す
可
か
ら
ざ
る
と
の
間
に
在
る
を
以
て
相
答
ふ
。

夫
れ
詩
な
る
者
は
、
志
を
言
ふ
な
り
。
志
な
る
者
は
、
一
直
画
然
と
し
て
、

左
せ
ず
右
せ
ざ
る
の
謂
ひ
な
り
。
言
ひ
て
解
す
可
く
解
す
可
か
ら
ざ
る
の

間
に
在
ら
ば
、
方
寸
の
持
す
る
所
、
其
れ
将
に
安い
づ

く
に
か
之
を
発
洩
せ
ん
。

已
に
し
て
宋
詩
を
取
り
て
之
を
読
み
、
心
窃
か
に
之
を
喜こ
の

み
、
漫
然
呦
呦

と
し
て
、
八
五
四
十
言
、
八
七
五
十
六
言
を
属
し
て
、
以
て
律
詩
と
為
す

も
亦
た
未
だ
心
に
厭い
と

は
ざ
る
な
り
。

第
二
段
で
、
因
是
は
金
聖
歎
に
出
会
う
ま
で
の
自
ら
の
詩
学
の
道
程
を
顧
み



六

て
い
る
。
こ
こ
に
は
因
是
詩
学
の
本
質
を
知
る
の
に
格
好
の
言
辞
が
弄
さ
れ
て

い
る
。
少
年
時
七
、
八
歳
の
因
是
は
、
当
時
の
例
に
倣
っ
て
、
詩
学
に
入
る
に

当
た
っ
て
は
、『
唐
詩
選
』
を
暗
誦
し
た
と
い
う
。
恐
ら
く
享
保
九
年
刊
の
服

部
南
郭
校
訂
本
系
統
の
無
注
本
に
よ
っ
て
、
素
読
を
授
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
十
七
、
八
歳
で
押
韻
平
仄
な
ど
作
詩
法
を
学
ん
で
、
詩
を

作
る
よ
う
に
な
る
と
、『
唐
詩
選
』
の
注
釈
を
読
ん
で
、
詩
句
の
訓
み
方
や
使

わ
れ
て
い
る
典
故
な
ど
に
つ
い
て
も
そ
れ
な
り
に
理
解
し
う
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。
詩
を
解
釈
し
、
鑑
賞
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
解
釈
鑑
賞
に

先
立
っ
て
、
意
味
内
容
も
分
か
ら
ぬ
ま
ま
詩
を
そ
ら
ん
じ
て
い
る
と
い
う
の
は
、

一
般
的
な
素
読
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
が
、
そ
の
間
に
十
年
の
歳
月
が
隔
て
ら
れ

て
い
た
の
が
、
因
是
の
場
合
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
先
に
展
開
さ
れ
る
穿
鑿

癖
こ
そ
が
因
是
を
因
是
た
ら
し
め
て
い
る
、
そ
の
個
性
が
躍
動
す
る
く
だ
り
で

あ
る
と
思
し
い
。
一
首
一
首
の
唐
詩
を
読
ん
で
、
そ
の
表
面
上
の
意
味
を
理
解

し
え
た
因
是
は
、
で
は
何
ゆ
え
に
作
者
は
こ
の
詩
を
作
っ
た
の
か
と
い
う
動
機

を
さ
ぐ
り
あ
て
ら
れ
ず
に
苦
慮
す
る
。そ
こ
で
老
儒
碩
学
に
問
い
質
す
と
、「
詩

の
よ
い
と
こ
ろ
は
、
理
解
で
き
そ
う
で
い
て
、
理
解
で
き
な
い
と
こ
ろ
、
理
解

と
不
可
解
と
の
間
に
あ
る
の
じ
ゃ
」
と
答
え
ら
れ
た
。
理
解
魔
の
因
是
は
こ
れ

に
は
承
服
で
き
な
か
っ
た
。
詩
歌
の
妙
諦
は
曰
く
言
い
難
い
餘
韻
、
餘
情
と
で

も
呼
ば
れ
る
部
分
に
あ
る
の
で
理
屈
の
み
で
は
割
り
切
れ
な
い
と
す
る
詩
歌
観

は
、
こ
こ
に
因
是
が
引
く
「
宿
老
先
生
」
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
の
で
は
な
く
、

当
時
通
有
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
例
え
ば
、
因
是
が
本
書
を
著
す
に
際
し

て
対
抗
意
識
を
燃
や
し
て
い
た
『
詩
学
小
成
』
の
「
例
言
」
に
千
葉
芸
閣
も
述

べ
て
い
る
所
で
、
例
え
ば
「
其
ノ
妙
處
ヲ
得
ル
コ
ト
ハ
ド
ノ
ヤ
ウ
ナ
大
儒
先
生

ニ
謁
シ
テ
モ
傳
授
ヲ
得う

る

コ
ト
ナ
ラ
ズ
。
自
然
ト
我
精
ヲ
イ
タ
セ
シ
力
ニ
テ
意
悟

ス
ル
ナ
リ
」
と
か
「
詩
ハ
諷
詠
ス
ル
物
ニ
テ
元
来
理
ヲ
云
尽
ス
ベ
キ
タ
メ
ノ
具

ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
ス
ベ
テ
理
ノ
上
ヘ
ア
ラ
ワ
レ
タ
ル
ハ
賤
シ
キ
物
ニ
テ
ヨ
ク
云
ト

ル
マ
デ
ナ
レ
バ
手
ヲ
ハ
タ
ト
打
タ
ル
計
リ
ニ
テ
何
モ
感
ハ
ノ
コ
ラ
ヌ
ナ
リ
。
ス

ベ
テ
詩
文
ハ
君
子
ノ
詞
ナ
レ
バ
必
シ
モ
匹
夫
匹
婦
ニ
ヨ
ク
通
ズ
ル
為
ノ
モ
ノ
ニ

ハ
ナ
シ
」
と
い
う
発
言
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
を
念
頭
に
因
是
は
餘
計
に
む
き
に

な
っ
た
ご
と
く
で
あ
る
。

「
詩
は
志
を
言
ふ
」
と
は
『
詩
経
』
大
序
や
『
書
経
』
舜
典
篇
に
見
ら
れ
る

誰
も
が
知
る
言
葉
だ
が
、
そ
の
「
志
」
が
詩
を
作
る
動
機
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
一
点
の
曇
り
も
な
い
明
晰
な
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
と
因
是
は
考
え
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
な
く
て
は
、
詩
を
作
る
意
味
が
な
い
と
ま
で
考
え
て
い

た
と
い
っ
て
よ
い
。
理
解
と
不
可
解
の
間
に
詩
の
妙
所
が
あ
る
と
の
答
え
に
判

然
と
し
な
い
も
の
を
い
だ
い
た
ま
ま
、
因
是
は
当
時
流
行
の
宋
詩
を
読
ん
で
、

そ
れ
を
気
に
入
っ
て
五
言
・
七
言
の
律
詩
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
時
流
に
抗
し
て
唐
詩
を
鼓
吹
し
た
因
是
も
ま
た
宋
詩
に
は
ま
っ
た
時
期

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
詩
作
の
動
機
が
明
確
で
な
け
れ
ば
、
詩
を
作
る
意

味
は
な
い
と
い
う
、
そ
の
立
場
と
が
こ
こ
で
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

後
に
金
聖
歎
先
生
の
批
唐
詩
を
得
て
、
之
を
読
む
。
其
の
前
後
解
に
分
か

つ
は
、
真
に
唐
の
律
詩
を
読
む
の
妙
訣
な
り
。
其
の
句
と
云
へ
る
、
皆
諷

記
有
り
て
、
並
び
に
閑
景
を
写
す
者
無
き
は
、
真
に
唐
の
律
詩
を
読
む
の

卓
見
な
り
。
其
の
律
を
、
法
律
の
律
に
し
て
、
声
律
の
律
に
非
ず
と
謂
ふ



葛
西
因
是
の
唐
詩
推
重

七

が
如
き
は
、
則
ち
吾
れ
服
せ
ざ
る
な
り
。
夫
れ
律
な
る
者
は
和
声
な
り
。

細
声
な
る
者
は
、
其
の
器
を
大
に
し
、
粗
声
な
る
者
は
、
其
の
器
を
小
に

す
。
耳
に
盈
ち
心
に
当
て
て
、
窕
せ
ず
し
て
瓠
せ
ざ
る
を
、
此
れ
之
を
和

と
謂
ふ
。
有
唐
氏
に
至
り
て
、
別
に
一
体
を
創
し
、
八
句
を
勒
定
し
、
名

づ
け
て
律
詩
と
曰
ふ
。
律
詩
な
る
者
は
、
有
唐
一
代
中
和
の
声
な
り
。
律

家
は
、
沈
・
宋
を
以
て
宗
と
為
す
。
僧
皎
然
、
言
有
り
て
云
ふ
、
沈
・
宋

は
有
唐
律
詩
の
亀
鑑
と
為
す
。
情
多
く
、
興
遠
く
、
語
麗
な
り
。
多
夏
射

鵰
の
手
と
為
す
。
曹
・
劉
の
降
格
し
て
之
を
為つ

く

ら
し
む
る
も
、
吾
れ
未
だ

其
の
孰い
づ

れ
か
勝
れ
る
か
を
知
ら
ず
、
と
。
是
れ
に
由
り
て
之
を
観
れ
ば
、

沈
・
宋
自よ

り
而じ

前ぜ
ん

、
三
百
篇
而じ

後ご

は
、
人
人
能
く
す
る
所
の
詩
な
り
。

沈
・
宋
自
り
而
後
、
全
唐
一
代
の
律
詩
は
、
人
々
能
く
す
る
所
の
詩
に
非

ざ
る
な
り
。
律
の
言
為
る
、
格
を
併
せ
て
之
を
言
ふ
な
り
。
何
を
か
之
を

格
と
謂
ふ
。
興
遠
く
し
て
情
多
し
。
約
句
準
篇
、
之
を
観
れ
ば
、
煌
煌
乎

た
り
。
黼
黻
文
章
、
之
を
聴
け
ば
、
洋
洋
乎
た
り
。
五
音
六
律
、
此
れ
は

之
れ
律
と
謂
ふ
。
独
孤
至
の
皇
甫
茂
政
集
に
序
し
て
云
ふ
、
沈
詹
事
、
宋

考
功
、
財わ

づ

か
に
六
律
を
成
し
て
、
彰
ら
か
に
五
色
を
施
す
。
之
を
言
へ
ば

倫
に
中
た
り
、
之
を
歌
へ
ば
而
は
ち
声
を
成
す
。
縁
情
綺
靡
の
功
、
是
に

至
り
て
乃
ち
備
は
る
。
沈
・
宋
既
に
没
し
て
、
崔
司
勲
、
王
右
丞
、
復
た

関
元
天
宝
の
間
に
崛
起
す
。
其
の
門
を
得
て
入
る
者
、
当
代
数
人
に
過
ぎ

ず
。
皇
甫
補
闕
は
其
の
一
な
り
、
と
。
律
の
名
為
る
、
至
難
至
美
の
称
な

り
。
吾
れ
今
唐
詩
百
首
に
於
い
て
論
ず
る
所
の
者
は
、
律
の
格
な
り
。
律

の
律
に
非
ざ
る
な
り
。
情
此こ
こ

に
在
り
て
文
彼か
し
こに
在
る
者
有
り
。
文
此
に
在

り
て
情
彼
に
在
る
者
有
り
。
情
と
文
と
此
に
在
る
者
は
、
人
皆
之
を
見
る
。

情
と
文
と
彼
に
在
る
者
は
、
人
或
は
知
ら
ざ
ら
ん
。
彼
に
在
る
の
情
を
以

て
、
此
に
在
る
の
文
を
照
ら
さ
ず
。
此
に
在
る
の
文
は
、
声
を
見
る
こ
と

を
得
と
雖
も
、
作
者
の
主
意
、
著
は
れ
ず
。
彼
に
在
る
の
文
を
以
て
、
此

に
在
る
の
情
を
照
ら
さ
ず
。
此
に
在
る
の
情
、
之
を
見
る
こ
と
を
得
と
雖

も
、
作
者
の
苦
心
見
え
ざ
る
な
り
矣
。
情
文
此
に
在
る
は
、
人
人
能
く
す

る
所
の
事
な
り
。
情
文
彼
に
在
る
は
、
人
人
能
く
す
る
所
に
非
ず
。
復
た

之
を
能
く
す
る
者
有
り
。
止た

だ
に
之
を
能
く
す
る
者
有
る
無
き
に
非
ず
、

復
た
其
の
情
と
文
と
有
る
を
知
る
者
無
し
。
律
の
格
為
る
、
実
に
有
唐
一

代
の
諸
才
子
、
甚
深
微
妙
秘
密
に
し
て
、
法
門
を
得
ざ
る
な
り
。

第
三
段
の
冒
頭
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
版
本
で
は
「
後
得
金
聖
歎
先
生

此
唐
詩
而
読
之
」
と
あ
る
の
の
、「
此
」
字
は
「
批
」
字
の
誤
り
か
と
思
わ
れ

る
の
で
訓
読
で
は
訂
し
た
。
因
是
が
入
手
し
た
金
聖
歎
の
唐
詩
に
関
す
る
著
述

と
は
、『
貫
華
堂
選
批
唐
才
子
詩
』
で
あ
っ
て
、
書
名
中
の
「
批
」
字
を
流
用

し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
版
本
『
通
俗
唐
詩
解
』
に
掲
げ
ら
れ
た

テ
キ
ス
ト
で
は
「
比
」
を
「
批
」
に
作
っ
て
い
る
。
因
是
に
と
っ
て
金
聖
歎
と

の
遭
遇
は
極
め
て
重
要
な
意
義
を
担
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
見
る
唐
詩
解
読
法
の

み
な
ら
ず
、
経
書
や
諸
子
、
源
氏
物
語
に
至
る
ま
で
の
文
献
の
解
読
法
に
大
き

な
示
唆
を
得
て
い
る
ご
と
く
な
の
で
あ
る
。
そ
の
間
の
消
息
は
国
文
学
研
究
資

料
館
所
蔵
『
雨
夜
閑
話
』（
享
和
癸
亥
三
年
十
月
初
五
卒
業
）
村
田
春
海
跋
文

に

士
観
評
す
ら
く
、
雨
夜
閑
話
は
、
結
ぶ
に
浮
舟
を
以
て
す
。
五
十
餘
篇
も
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亦
た
復
た
浮
舟
を
以
て
す
。
此
れ
古
来
未
発
の
言
に
し
て
、
奇
想
妙
解
な

り
。
紫
文
は
固
よ
り
奇
な
り
矣
。
然
り
と
雖
も
此
の
評
語
を
得
る
に
非
ず

ん
ば
、
則
ち
誰
か
能
く
其
の
奇
を
知
ら
ん
哉
。
蓋
し
紫
氏
は
、
千
歳
の
下

に
因
是
道
人
な
る
者
の
出
で
て
、
此
の
書
を
作
為
す
る
者
を
竢
つ
に
似
た

り
。
唯
だ
恨
む
ら
く
は
聖
歎
氏
を
し
て
一
た
び
此
の
文
辞
を
看
せ
し
め
ざ

り
し
こ
と
を
。
又
た
恨
む
ら
く
は
聖
歎
氏
を
し
て
一
た
び
此
の
評
語
を
看

せ
し
め
ざ
り
し
こ
と
を
。
奇
説
中
の
奇
説
、
因
是
道
人
に
非
ず
ん
ば
、
而

ち
誰
か
此
の
意
を
了
せ
ん
や
。

因
是
は
村
田
春
海
と
交
友
が
あ
り
、
そ
の
歌
文
集
『
琴
後
集
』
に
序
を
寄
せ

て
い
る
が
、
右
の
一
文
か
ら
は
因
是
が
已
に
金
聖
歎
を
尊
崇
す
る
こ
と
ひ
と
か

た
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
春
海
も
熟
知
し
て
い
た
事
情
が
髣
髴
と
す
る

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
因
是
は
、
金
聖
歎
の
前
後
に
分
け
て
解
す
べ
き
だ
と
の
主
張
に
は

同
調
す
る
の
で
あ
る
が
、
律
詩
の
律
を
法
律
の
律
と
し
て
、
声
律
の
律
で
は
な

い
と
す
る
金
氏
の
立
場
に
は
異
議
を
唱
え
る
。
金
氏
の
主
張
は
『
貫
華
堂
選
批

唐
才
子
詩
』
甲
集
七
言
律
巻
二
「
魚
庭
聞
貫
」
に
見
え
る
も
の
。
異
議
を
唱
え

る
に
あ
た
っ
て
、
因
是
が
引
き
合
い
に
出
す
の
は
、
唐
の
釈
皎
然
が
『
詩
式
』

で
展
開
す
る
議
論
と
、
唐
の
独
孤
及
が
「
唐
故
左
補
闕
安
定
皇
甫
公
集
序
」

（『
毘
陵
集
』
巻
十
三
）
と
い
う
文
章
中
の
一
節
と
で
あ
る
。
前
者
は
五
巻
本
『
詩

式
』
の
「
律
詩
」
と
い
う
項
目
下
に
見
え
る
「
有
唐
以
来
に
洎お

よ

ん
で
、
宋
員
外

之
問
、
沈
給
事
佺
期
は
、
蓋
し
律
詩
の
亀
鑑
な
ら
ん
。
但
だ
矢
の
虚
し
く
発
せ

ざ
る
に
在
り
て
、
情
多
く
興
遠
く
語
麗
な
る
を
上
と
為
し
、
事
を
用
ふ
る
格
の

高
下
を
問
は
ず
…
凡
そ
此
の
流
は
、
尽
く
是
れ
詩
家
射
雕
の
手
な
り
。
仮た

使と

ひ

曹
・
劉
を
し
て
格
を
降
し
来
り
て
律
詩
を
作
ら
し
む
る
も
、
二
子

駆
し
て
、

未
だ
孰
れ
か
勝
れ
る
か
を
知
ら
ず
」
と
あ
る
の
に
、
ほ
ぼ
文
言
が
一
致
す
る
。

文
言
の
違
い
は
下
と
同
様
に
因
是
の
引
用
に
際
し
て
の
操
作
に
由
る
の
で
あ
ろ

う
。
後
者
の
該
当
箇
所
は
「
至
沈
詹
事
・
宋
考
功
、
始
財
成
六
律
、
彰
施
五
色
、

使
言
之
而
中
倫
歌
之
而
成
聲
、
縁
情
綺
靡
之
功
、
至
是
乃
備
、
雖
去
雅
寝
遠
、

其
麗
有
過
於
古
者
、
亦
猶
路
鼗
出
於
土
鼓
、
篆
籀
生
於
鳥
跡
也
、
沈
・
宋
既
歿
、

而
崔
司
勲
顥
、
王
右
丞
維
、
復
崛
起
於
開
元
天
寶
之
間
、
得
其
門
而
入
者
、
當

代
不
過
數
人
、
補
闕
其
人
也
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
因
是
は
引
用
に
当

た
っ
て
、
字
句
を
変
え
た
り
、
省
略
し
た
り
、
削
っ
た
り
し
て
、
引
用
部
分
だ

け
を
読
ん
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

続
い
て
、
律
詩
は
詩
の
中
で
「
至
難
至
美
」
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
、「
情
」

と
「
文
」
と
が
、「
此
」
に
あ
る
か
「
彼
」
に
あ
る
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
律
詩

を
区
分
す
る
。
ど
う
や
ら
「
情
」
と
は
作
者
の
思
想
感
情
の
よ
う
な
も
の
で
、

「
文
」
と
は
表
現
方
法
を
指
す
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。「
此
」
は
卑
近
、
あ
る
い

は
具
体
的
で
分
か
り
や
す
い
こ
と
で
、「
彼
」
は
隠
微
、
あ
る
い
は
深
遠
で
分

か
り
に
く
い
状
態
を
指
し
て
い
る
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
因
是
は
選
ん
だ
百

首
の
解
析
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
律
詩
の
ス
タ
イ
ル
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い

る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

金
聖
歎
先
生
、
頓と

み

に
唐
の
律
詩
に
前
後
解
有
る
を
悟
り
、
証
を
六
百
首
に

取
る
。
知
言
の
士
と
謂
ふ
可
き
な
り
矣
。
昔む
か
し在
、
孟
子
知
言
を
以
て
自
負

し
て
曰
く
、
聖
人
復
た
起
つ
も
吾
が
言
を
易
へ
ざ
ら
ん
。
金
聖
歎
先
生
の



葛
西
因
是
の
唐
詩
推
重

九

唐
の
律
詩
に
於
け
る
も
亦
た
猶
ほ
孟
子
の
聖
人
に
於
け
る
が
ご
と
き
な
る

か
な
。
独
孤
至
の
云
ふ
所
、
之
を
言
ひ
て
倫
に
中あ

た

る
者
、
唐
人
の
伝
ふ
る

所
の
約
句
準
篇
な
る
者
、
前
後
解
も
亦
た
其
の
一
端
を
見
は
す
な
り
。

第
四
段
で
、「
孟
子
が
知
言
を
以
て
自
負
し
て
云
々
」
と
い
う
の
は
、『
孟
子
』

公
孫
丑
篇
上
で
「
何
を
か
言
を
知
る
と
謂
ふ
や
」
と
尋
ね
ら
れ
て
、
孟
子
が
「

辞
は
其
の
蔽
ふ
所
を
知
り
、
淫
辞
は
其
の
陥
る
所
を
知
り
、
邪
字
は
其
の
離
る

る
所
を
知
り
、
遁
辞
は
其
の
窮
す
る
所
を
知
る
。
其
の
心
に
生
じ
て
、
其
の
政

を
害
し
、
其
の
政
に
発お

こ

り
て
、
其
の
事
を
害そ
こ

な
は
ん
。
聖
人
復
た
起
つ
と
も
、

必
ず
吾
が
言
に
従
は
ん
矣
」
と
答
え
た
と
い
う
く
だ
り
を
踏
ま
え
る
。
金
聖
歎

が
『
貫
華
堂
選
批
唐
才
子
詩
』
に
お
い
て
唐
詩
六
百
首
を
選
ん
で
施
し
た
「
前

後
解
」
の
律
詩
解
読
法
は
、
た
と
い
作
者
た
る
唐
の
詩
人
が
蘇
っ
た
と
し
て
も
、

必
ず
聖
歎
の
読
み
に
異
議
を
さ
し
は
さ
む
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で

あ
る
。而

し
て
吾
れ
の
今
釈
す
る
所
の
百
首
の
、
復
た
前
後
解
を
分
か
た
ざ
る
者

は
、
吾
れ
の
皇
張
す
る
所
、
別
に
在
る
有
り
。
夫
れ
詩
を
原た

づ

ぬ
れ
ば
、
六

義
有
り
、
風
・
雅
・
頌
三
有
り
。
各
お
の
一
体
と
為
す
。
賦
・
比
・
興
三
、

往
来
三
体
と
為
す
。
賦
・
比
・
興
を
用
ふ
る
は
、
臣
隷
の
職
な
り
。
風
・

雅
・
頌
は
、
主
宰
の
位
な
り
。
百
物
を
錯
雑
す
る
を
、
之
を
賦
と
謂
ふ
。

直
叙
し
て
餘
蘊
無
き
の
文
な
り
。
彼
の
物
を
以
て
此
の
物
に
比
す
る
、
之

を
比
と
謂
ふ
。
彼
の
物
を
観
て
此
の
志
を
興
す
、
之
を
興
と
謂
ふ
。
比
と

興
と
小
異
に
し
て
大
同
、
皆
諷
託
の
文
な
り
。

因
是
は
第
五
段
に
お
い
て
、
再
び
金
聖
歎
の
論
に
異
議
を
唱
え
る
。
因
是
が

『
通
俗
唐
詩
解
』
で
試
み
た
解
釈
の
中
に
は
、
金
聖
歎
が
採
用
し
た
前
後
解
の

手
法
に
従
わ
な
い
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
因
是
独
自
の
主
張
に
基
づ
く
も
の
な

の
だ
と
い
う
。
因
是
が
拠
り
所
と
し
た
の
は
、『
詩
経
』
大
序
の
風
・
雅
・
頌
・

賦
・
比
・
興
の
六
義
で
あ
る
が
、
詩
の
内
容
性
質
を
定
義
す
る
風
・
雅
・
頌
で

あ
る
よ
り
は
、
詩
の
修
辞
方
法
を
定
義
す
る
賦
・
比
・
興
に
拠
ろ
う
と
し
て
い

る
。
特
に
直
接
事
物
を
詠
じ
る
賦
で
あ
る
よ
り
は
、
間
接
的
に
比
喩
を
以
て
詠

じ
る
比
興
に
着
目
し
て
、
個
々
の
詩
を
分
析
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
現
今
の
比
喩
法
で
は
明
喩
に
近
い
興
と
暗
喩
に
近
い
比
と
い
う
手
法
に

着
目
し
て
唐
の
律
詩
を
解
析
し
て
行
く
過
程
で
、
必
ず
し
も
金
氏
の
前
後
解
に

拘
泥
し
な
い
と
い
う
の
が
、
因
是
の
言
い
た
い
所
で
あ
ろ
う
。
次
の
段
に
お
い

て
因
是
は
三
首
ほ
ど
の
例
を
挙
げ
て
、
比
興
の
分
析
の
た
め
に
前
後
解
の
手
法

を
崩
す
場
合
の
説
明
を
し
て
い
る
。
か
よ
う
な
求
心
的
な
ス
タ
イ
ル
の
論
を
展

開
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
書
籍
の
序
文
と
し
て
は
異
例
の
こ
と
に
属
す
る
で
あ

ろ
う
が
、
因
是
の
序
文
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
な
の
で
あ

る
。

且
ら
く
王
右
丞
の
「
絳
幘
鶏
人
」
の
如
き
は
、
前
四
句
は
皆
賦
な
り
。「
日

色 

纔
か
に
仙
掌
に
臨
ん
で
動
き
、
香
煙 

袞
龍
に
傍そ

ふ
て
浮
か
ば
ん
と
欲

す
」
の
二
句
は
比
な
り
。
其
の
餘
の
二
句
も
亦
た
賦
な
り
。
崔
司
勲
の
「

た
る
太
華
」
の
如
き
は
、
前
六
句
は
華
陰
道
中
に
望
む
所
を
写
し
、
後

二
句
は
勧
戒
の
辞
を
写
す
興
な
り
。
又
た
皇
甫
補
闕
の
「
秋
日
東
郊
の
作
」

の
如
き
、
第
一
句
の
「
閑
に
秋
水
を
看
て 

心
無
事
な
り
」
は
、
流
水
の

海
に
帰
す
る
を
観
て
衣
を
払
つ
て
帰
去
せ
ん
と
欲
す
る
を
道い

ふ
な
り
。
第



一
〇

二
句
の
「
坐
し
て
寒
松
の
手
自
ら
栽
え
た
る
に
対
す
」
は
守
節
報
国
し
て

敢
へ
て
労
を
憚
ら
ざ
る
を
道
ふ
な
り
。
第
三
句
の
「
廬
岳
の
高
僧 

偈
を

留
め
て
別
る
」
は
、
守
節
国
に
報
ず
る
に
勤
む
る
な
り
。
第
四
句
の
「
茅

山
の
道
士 

書
を
寄
せ
来
た
る
」
は
、
衣
を
払
つ
て
帰
去
せ
ん
こ
と
を
催

促
す
る
な
り
。
第
五
句
の
「
燕
は
社
日
を
知
り
て
巣
を
辞
し
去
る
」
は
、

猶
ほ
鳥
す
ら
且
つ
此
の
如
く
ん
ば
、
我
は
策
を
決
し
て
帰
去
せ
ん
と
欲
す

と
言
ふ
が
ご
と
き
な
り
。
第
六
句
の
「
菊
は
重
陽
と
為
れ
ば
雨
を
冒
し
て

開
く
」
は
、
猶
ほ
草
木
す
ら
且
つ
此
の
如
く
ん
ば
、
我
安い
づ
くん
ぞ
鞠
窮
尽
瘁

し
て
国
の
為
に
力
を
竭
さ
ざ
る
を
得
ん
や
と
言
ふ
が
ご
と
き
な
り
。
第
七

句
の
「
浅
薄
何
を
将
て
か
献
納
と
称
さ
ん
や
」
は
、
我
節
を
尽
す
と
雖
も

竟
に
何
の
補
ふ
所
ぞ
。
第
八
句
の
「
岐
に
臨
ん
で
終
日
自ひ

と

り
徘
徊
す
」
は
、

両
端
を
持
す
る
な
り
。
是
も
亦
た
義
に
於
い
て
興
を
為
す
。
再
び
細
や
か

に
之
を
思
ふ
に
、
作
者
は
先
づ
題
中
の
「
東
郊
」
の
二
字
上
に
向を

い
て
、

「
臨
岐
」
の
二
字
を
索
め
得
て
、
一
二
三
四
五
六
逐
次
に
写
し
、
一
去
一

留
し
て
末
に
至
る
。
浅
薄
を
以
て
自
ら
品
し
て
曰
く
、
我
は
能
く
秋
菊
の

僅
か
に
雨
を
冒
す
可
き
が
如
し
と
雖
も
、
竟
に
寒
松
の
雪
を
冒
し
て
凋し

ぼ

ま

ざ
る
が
如
き
こ
と
能
は
ず
。
此
れ
我
の
岐
に
臨
ん
で
躊
躇
し
て
、
両
端
を

持
し
て
決
せ
ざ
る
所
以
な
り
、
と
。
毎
句
の
約
意
此
の
如
く
深
長
に
し
て
、

一
篇
の
準
縄
此
の
如
く
精
厳
な
り
。
此
れ
は
之
れ
言
の
倫
に
中
る
と
謂
ふ

な
り
。
纔
か
に
秋
水
を
提
す
れ
ば
、
其
の
白
き
は
知
る
可
し
。
纔
か
に
寒

松
を
提
す
れ
ば
、
其
の
青
き
は
知
る
可
し
。
廬
の
黒
為
る
、
諸
れ
を
音
に

盧
を
呼
ぶ
の
盧
に
得
ん
。
茅
の
白
為
る
、
燕
の
紫
為
る
、
菊
の
黄
為
る
、

復
た
辯
を
待
た
ず
。
此
れ
は
之
を
彰
ら
か
に
五
色
を
施
す
と
謂
ふ
。

因
是
が
右
の
第
六
段
に
お
い
て
、
前
後
解
の
手
法
よ
り
も
賦
・
比
・
興
の
分

析
ス
タ
イ
ル
を
重
ん
じ
た
唐
詩
三
首
と
し
て
言
及
す
る
の
は
、
王
維
の
「
賈
至

舎
人
が
早
朝
大
明
宮
之
作
を
和
す
」
と
、
崔
顥
の
「
行
ゆ
く
華
陰
を
経
」
と
、

皇
甫
冉
の
「
秋
日
東
郊
の
作
」
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
、
因
是
の
『
通
俗
唐

詩
解
』
の
上
巻
二
十
六
丁
表
、
上
巻
十
七
丁
表
、
下
巻
十
丁
表
に
見
え
、
金
聖

歎
の
『
貫
華
堂
選
批
唐
才
子
詩
』
で
は
、
巻
四
上
、
巻
四
下
、
巻
五
上
に
掲
出

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
金
氏
は
そ
の
著
に
お
い
て
こ
れ
ら
三
首
を
前
後
解
の

手
法
で
分
析
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
因
是
は
そ
れ
に
飽
き
足
ら
な
い
も
の
を

感
じ
て
、
さ
ら
に
言
い
お
お
す
べ
き
も
の
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
詳
細
な

検
討
は
、
各
首
に
お
い
て
金
氏
と
因
是
と
の
主
張
を
比
較
対
照
し
て
な
す
べ
き

な
の
で
あ
る
が
、
右
の
第
六
段
に
お
い
て
、
因
是
の
主
張
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
示

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
見
る
こ
と
と
す
る
。
皇
甫
冉
の
作
は
右
の
引
用
訓

読
文
に
全
句
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
王
維
と
崔
顥
と
の
作
は
一
部
の

み
で
議
論
を
進
め
て
い
る
の
で
、
全
文
を
引
用
し
つ
つ
、
因
是
の
言
わ
ん
と
す

る
所
を
求
め
た
い
。
ま
ず
王
維
の
作
で
あ
る
。

絳
幘
鶏
人
報
曉
籌　

絳
幘
の
鶏
人 

曉
籌
を
報
じ

尚
衣
方
進
翠
雲
裘　

尚
衣
方ま
さ

に
進
む 

翠
雲
の
裘

九
天

闔
開
宮
殿　

九
天
の

闔 

宮
殿
を
開
き

萬
國
衣
冠
拜
冕
旒　

万
国
の
衣
冠 

冕
旒
を
拝
す

日
色
纔
臨
仙
掌
動　

日
色 

纔
か
に
仙
掌
に
臨
ん
で
動
き

香
煙
欲
傍
袞
龍
浮　

香
煙 

袞
龍
に
傍そ

ひ
て
浮
ば
ん
と
欲
す



葛
西
因
是
の
唐
詩
推
重

一
一

朝
罷
須
裁
五
色
詔　

朝
を
罷や

め
て
須
ら
く
五
色
の
詔
を
裁
す
べ
し

珮
聲
歸
到
鳳
池
頭　

珮
声
帰
り
到
る 

鳳
池
の
頭

因
是
は
右
の
詩
を
分
析
し
て
、
第
一
句
か
ら
第
四
句
ま
で
は
「
賦
」
で
あ
る

か
ら
、「
早
朝
」＝
朝
政
の
実
景
を
直
叙
す
る
も
の
と
捉
え
、
第
五
・
第
六
句
の

一
聯
の
み
は
、「
比
」
で
あ
る
と
す
る
。「
比
」
に
つ
い
て
は
、『
通
俗
唐
詩
七

律
解
』
の
該
当
箇
所
か
ら
因
是
の
講
義
内
容
を
摘
出
す
る
。
曰
く
、「
日
色
臨

仙
掌
ハ
、
上
ヨ
リ
下
ニ
接
ス
、
天
子
ノ
詔
草
ヲ
舎
人
ニ
命
ズ
ル
ヲ
模
写
ス
、
仙

掌
二
字
、
把
筆
ノ
意
ヲ
帯
ス
、
香
煙
傍
袞
龍
ハ
、
下
ヨ
リ
上
ニ
奉
ズ
、
舎
人
一

片
ノ
忠
意
ヲ
模
写
ス
」、
と
。
一
見
す
る
所
、
五
、
六
句
も
ま
た
宮
殿
の
朝
景

色
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
因
是
は
、「
日
色
」
を
皇
帝
の
比
喩
と
し
、

「
仙
掌
」
を
賈
至
の
文
筆
、「
香
煙
」
は
賈
至
の
皇
帝
へ
の
忠
義
の
心
情
、「
袞
龍
」

は
や
は
り
皇
帝
の
比
喩
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
尾

聯
は
再
び
、
朝
廷
の
実
景
直
叙
と
な
る
。

続
い
て
、
因
是
が
取
り
上
げ
る
崔
顥
の
作
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

太
華
俯
咸
京　

た
る
太
華 

咸
京
に
俯
す

天
外
三
峰
削
不
成　

天
外
の
三
峰 

削
れ
ど
も
成
ら
ず

武
帝
祠
前
雲
欲
散　

武
帝
祠
前 

雲
散
ぜ
ん
と
欲
す

仙
人
掌
上
雨
初
晴　

仙
人
の
掌
上 

雨
初
め
て
晴
る

河
山
北
枕
秦
關
險　

河
山 

北
の
か
た
秦
関
に
枕
ん
で
険
し

驛
路
西
連
漢
畤
平　

駅
路 

西
の
か
た
漢
畤
に
連
な
り
て
平
ら
か
な
り

借
問
路
傍
名
利
客　

借
問
す 

路
傍
名
利
の
客

無
如
此
處
學
長
生　

此
の
処
に
長
生
を
学
ぶ
に
如
く
は
無
か
ら
ん

右
詩
に
つ
い
て
因
是
の
説
く
所
は
、
第
一
句
か
ら
第
六
句
ま
で
は
、
華
陰
道

中
で
眺
め
た
実
景
で
あ
る
と
す
る
の
だ
か
ら
、
王
維
詩
の
伝
で
行
く
と
賦
と
い

う
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
て
、
尾
聯
の
二
句
は
「
勧
戒
の
辞
」
で
あ
る
と
い
う

の
だ
か
ら
、
都
咸
陽
を
見
下
ろ
す
こ
の
華
山
の
中
に
あ
っ
て
、
都
市
で
「
半
生

浮
沈
、
一
生
奔
波
、
出
脱
ノ
路
ナ
」
き
世
俗
と
は
縁
を
絶
っ
て
不
老
長
生
術
を

学
ん
だ
ほ
う
が
よ
か
ろ
う
と
勧
め
る
二
句
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
前
六
句

を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
、
結
尾
の
二
句
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
す
る
点
で
、
前
後

四
句
づ
つ
に
分
け
て
解
す
る
金
氏
の
指
摘
し
え
な
い
点
を
因
是
は
指
摘
し
え
た

と
す
る
の
で
あ
る
。

次
の
皇
甫
冉
「
秋
日
東
郊
の
作
」
に
因
是
は
も
っ
と
も
詳
細
な
検
討
を
加
え

て
、
自
ら
の
唐
詩
解
釈
が
金
氏
の
上
を
行
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
が

ご
と
き
で
あ
る
。
叙
述
が
詳
細
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
本
文
の
注
解
と
も
重
な
る

所
が
多
い
。
田
中
康
二
氏
の
前
掲
稿
で
は
本
文
の
注
解
に
検
討
を
加
え
、
こ
と

に
「
彰
施
五
色
」
と
い
う
評
語
に
着
目
し
て
本
詩
の
色
彩
感
覚
へ
の
因
是
の
批

評
に
注
目
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
田
中
氏
が
触
れ
な
か
っ
た
各
句
に
籠
め
ら

れ
た
寓
意
を
剔
刔
す
る
因
是
の
序
の
文
章
に
注
目
す
る
。
本
文
注
釈
の
み
な
ら

ず
、
因
是
の
序
も
ま
た
本
詩
の
優
れ
た
色
彩
感
覚
を
指
摘
す
る
。

第
一
句
の
「
閑
に
秋
水
を
看
れ
ば
心
無
事
」
は
、
川
の
流
れ
が
海
へ
と
続
い

て
い
る
の
を
見
て
い
る
中
に
決
然
と
官
職
を
退
い
て
隠
棲
し
た
い
と
の
思
い
に

駆
ら
れ
た
と
い
う
意
味
だ
と
し
て
い
る
。
第
二
句
の
「
坐
し
て
寒
松
の
手
自
ら

栽
え
た
る
に
対
す
」
に
は
、
自
ら
の
節
義
を
守
っ
て
国
に
尽
そ
う
と
す
る
の
に
、

決
し
て
苦
労
は
厭
わ
な
い
と
い
う
意
味
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
第
三
句
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「
廬
岳
の
高
僧 

偈
を
留
め
て
別
る
」
は
、
自
ら
の
節
義
を
重
ん
じ
て
国
家
に
尽

す
こ
と
を
奨
励
す
る
内
容
だ
と
す
る
。
第
四
句
は
「
茅
山
の
道
士
書
を
寄
せ
来

た
る
」
と
い
う
も
の
だ
が
、
因
是
は
こ
れ
を
致
仕
隠
棲
を
強
く
勧
め
る
内
容
だ

と
す
る
。
第
五
句
「
燕
は
社
日
を
知
り
て
巣
を
辞
し
去
る
」
に
つ
い
て
因
是
は
、

鳥
で
す
ら
祭
日
の
到
来
を
「
知
っ
て
巣
か
ら
離
れ
る
の
だ
か
ら
、
作
者
は
決
然

と
し
て
隠
棲
す
る
に
し
く
は
な
い
」
と
の
意
味
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
第
六
句

「
菊
は
重
陽
と
為
れ
ば
雨
を
冒
し
て
開
く
」
は
、
菊
の
よ
う
な
草
木
で
す
ら
、

雨
を
厭
わ
ず
花
を
咲
か
せ
る
の
だ
か
ら
、
人
た
る
作
者
は
死
力
を
尽
し
て
国
家

の
た
め
に
身
を
捧
げ
る
べ
き
だ
と
の
意
味
だ
と
因
是
は
考
え
て
い
る
。
第
七
句

の
「
浅
薄
何
を
将
て
か
献
納
と
称
さ
ん
や
」
は
、
自
分
が
死
力
を
尽
く
し
た
と

し
て
も
、
そ
れ
が
一
体
国
家
の
た
め
に
万
分
の
一
で
も
利
益
を
も
た
ら
す
で
あ

ろ
う
か
と
い
う
作
者
の
悲
観
を
籠
め
た
も
の
だ
と
す
る
。
第
八
句
は
「
岐
に
臨

ん
で
終
日
自ひ

と

り
徘
徊
す
」
は
、
隠
棲
を
す
る
か
、
国
家
の
た
め
に
一
身
を
捧
げ

る
か
ど
ち
ら
と
も
決
し
兼
ね
て
い
る
と
の
思
い
を
託
し
た
も
の
と
因
是
は
考
え

て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
皇
甫
冉
の
詩
を
読
ん
で
、
第
七
句
と
第
八
句
と
に
強
烈
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
す
ぐ
に
合
点
が
行
く
で
あ
ろ
う
が
、

第
一
句
か
ら
第
六
句
ま
で
は
、
そ
の
ま
ま
字
面
通
り
に
、
秋
の
川
の
流
れ
を
眺

め
、
寒
空
に
屹
立
す
る
松
に
向
か
い
合
い
、
僧
侶
や
道
士
の
言
動
が
あ
り
、
燕

が
去
り
菊
が
花
開
い
た
こ
と
だ
け
を
叙
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
に
わ
か
に
寓
意

を
認
め
が
た
い
と
の
思
い
に
駆
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
を
見
通
し

た
か
の
よ
う
に
、
因
是
は
こ
の
作
の
緊
密
な
構
成
を
説
き
尽
さ
ん
と
し
て
や
ま

な
い
。

ま
ず
、
因
是
は
、
金
聖
歎
が
本
詩
を
取
り
上
げ
た
『
貫
華
堂
選
批
唐
才
子
詩
』

で
は
、
ほ
と
ん
ど
採
用
せ
ず
、
上
書
の
姉
妹
書
に
し
て
、
こ
ち
ら
は
杜
甫
の
詩

の
み
を
扱
っ
た
『
唱
経
堂
杜
詩
解
』
で
特
徴
的
な
、
詩
題
と
詩
本
文
と
の
結
び

つ
き
に
つ
い
て
論
じ
る
。
皇
甫
冉
詩
の
題
に
「
東
郊
」
と
あ
る
の
が
、
第
八
句

の
「
岐
に
臨
む
」
を
導
き
だ
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。「
岐
」
が
、
因
是
の
説

く
ご
と
く
、
隠
棲
す
る
か
、
国
家
に
忠
節
を
尽
す
か
の
分
か
れ
道
で
あ
る
と
解

す
る
な
ら
ば
、「
郊
」
と
は
ま
さ
に
尽
忠
の
た
め
の
空
間
た
る
都
会
と
隠
棲
の

た
め
の
空
間
た
る
山
林
と
の
あ
わ
い
に
位
置
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

因
是
の
詩
本
文
と
詩
題
と
は
緊
密
な
関
係
を
有
す
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
主
張

は
、『
文
鏡
秘
府
論
』
南
巻
の
「
論
文
意
」
の
中
に
「
詩
は
題
目
中
の
意
を
銷も

ち

ひ
尽
す
を
貴
ぶ
」
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
因
是
は
、
第
一
句
か
ら
第
六
句
ま
で
は
、
隠
棲
と
尽
忠
と
の
間
で
右

に
行
っ
た
り
、
左
に
入
っ
た
り
し
て
い
る
「
一
去
一
留
」
の
姿
を
活
写
し
て
い

る
も
の
だ
と
す
る
。
そ
し
て
最
終
一
聯
で
、「
浅
薄
」
と
自
分
の
非
力
を
悟
る

の
は
、
自
分
の
力
を
客
観
的
に
眺
め
れ
ば
、
自
分
は
あ
だ
か
も
雨
に
打
た
れ
て

も
花
を
咲
か
せ
る
菊
く
ら
い
の
実
力
を
発
揮
す
る
の
が
相
場
で
、
雪
に
も
枯
れ

な
い
松
の
よ
う
な
貞
節
を
貫
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
忠
節
へ
の
思
い
は

あ
っ
て
も
、
や
は
り
隠
棲
す
る
に
し
く
は
な
い
と
迷
っ
て
い
る
と
作
者
は
述
べ

て
い
る
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
因
是
説
の
当
否
は
不
問
に
付
す
が
、
あ
く

ま
で
も
律
詩
の
緊
密
な
構
成
を
重
ん
じ
て
前
後
の
連
関
、
詩
題
と
の
脈
絡
を
重

視
す
る
そ
の
姿
勢
は
貫
徹
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
読
み
が
、
た
と
い
作
者
皇
甫
冉



葛
西
因
是
の
唐
詩
推
重
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が
甦
っ
た
と
し
て
も
、
従
わ
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
は
こ
れ
で
首

尾
照
応
を
貫
く
十
分
に
魅
力
的
な
「
深
読
み
」
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
。

さ
ら
に
因
是
は
「
秋
水
」
と
白
（
水
の
色
を
白
と
す
る
）、「
寒
松
」
と
青
（
松

葉
の
色
を
青
と
す
る
）、「
廬
」
と
黒
（
廬
は
盧
に
通
じ
て
、
さ
ら
に
壚
＝
く
ろ

つ
ち
、
驢
＝
黒
馬
、

＝
黒
目
に
通
じ
る
）、「
茅
」
と
白
（
茅
の
葉
と
茎
を
白

す
る
）、「
燕
」
と
紫
（
羽
の
色
を
紫
と
す
る
）、「
菊
」
と
黄
と
し
て
、
各
句
に

鏤
め
ら
れ
た
詩
語
の
蔵
す
る
め
く
る
め
く
よ
う
な
色
彩
感
覚
を
鋭
く
指
摘
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
文
注
解
に
つ
い
て
田
中
氏
も
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

唐
人
の
苦
心
費
力
は
、
多
く
比
興
に
在
り
。
情
緒
多
端
、
諷
託
幽
遠
に
し

て
辞
語
典
麗
な
り
。
自
然
と
読
者
を
し
て
瞥
然
と
し
て
、
眼
迷
ひ
猜う

た
がひ
出

で
ざ
ら
し
む
。
律
の
律
為
る
は
、
唐
人
の
み
独
り
能
く
す
る
の
文
に
し
て
、

唐
人
の
み
独
り
知
る
の
事
な
り
。
唐
以
降
、
宋
明
の
諸
家
、
唐
人
の
律
詩

を
読
み
て
、
其
の
謂
は
れ
を
知
ら
ず
。
七
八
は
則
ち
七
律
為
る
を
知
り
、

五
八
は
則
ち
五
律
為
る
を
知
る
。
如
し
之
を
宋
明
八
句
の
詩
と
謂
ふ
は
、

則
ち
可
な
り
矣
。
之
を
唐
様
の
律
詩
と
謂
ふ
は
、
則
ち
吾
れ
服
せ
ざ
る
な

り
。
刺
繍
す
る
に
は
必
ず
須
ら
く
針
線
を
買
ふ
べ
し
。
錦
を
織
る
に
は
、

必
ず
須
ら
く
杼
軸
を
求
む
べ
し
。

第
七
段
。
因
是
は
再
び
唐
人
が
意
を
凝
ら
し
た
の
は
、
詩
の
六
義
の
中
で
も

特
に
比
と
興
と
で
あ
っ
た
と
い
う
自
説
を
繰
り
返
し
た
の
ち
に
、
律
詩
と
い
う

ス
タ
イ
ル
は
唐
代
独
自
の
も
の
な
の
で
あ
り
、
唐
人
に
し
か
な
し
え
な
い
空
前

絶
後
の
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
か
つ
て
徂
徠
学
流
行
と
と
も
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
明
の
詩
、
現
在
江
戸
で
流
行
す
る
宋
の
詩
に
は
、
五

言
、
七
言
を
八
句
な
ら
べ
た
詩
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
緊
密
な

構
成
を
持
つ
こ
と
、
あ
だ
か
も
全
編
に
糸
を
付
け
た
針
を
通
し
て
作
っ
た
刺
繍

や
、
杼
軸
を
使
っ
て
織
り
上
げ
た
錦
の
織
物
の
ご
と
き
、
唐
代
の
律
詩
と
は
全

く
別
物
で
一
段
落
ち
る
と
言
挙
げ
す
る
わ
け
で
あ
る
。

吾
れ
今
釈
す
る
所
の
唐
の
律
詩
は
、
僅
僅
百
首
な
り
と
雖
も
、
之
を
読
め

ば
、
而す

な
はち

唐
の
律
詩
を
読
む
の
法
を
知
る
。
此
の
法
を
以
て
全
唐
諸
律
詩

を
読
ま
ば
、
読
む
可
か
ら
ざ
る
の
律
詩
無
し
。
之
を
読
み
て
、
唐
人
の
律

詩
を
作
る
の
心
を
知
ら
ば
、
則
ち
手
を
起
す
所
有
ら
ば
、
必
ず
徒た

だ
に
五

言
八
句
、
七
言
八
句
の
詩
な
る
の
み
に
非
ざ
る
な
り
。
之
を
読
み
て
、
唐

人
の
律
詩
の
難
き
と
、
唐
人
の
律
詩
の
妙
と
を
知
ら
ば
、
則
ち
但
だ
唐
人

の
律
詩
を
取
り
て
、
之
を
読
め
ば
、
必
ず
し
も
己
れ
自よ

り
出
で
ざ
る
も
亦

た
可
な
り
。
之
を
読
み
て
、
唐
人
の
律
詩
の
為つ

く

る
可
か
ら
ざ
る
を
知
り
て
、

姑し
ば
らく
宋
明
諸
家
の
為
る
所
を
為
り
て
、
它た

日じ
つ

の
一
変
を
冀
ふ
者
は
、
今
自

り
以
後
、
来
り
て
唐
人
の
律
詩
を
言
ふ
を
許
さ
ざ
る
な
り
矣
。
二
三
子
我

を
以
て
故こ
と
さら
に
無
稽
の
高
論
を
設
け
て
、
告
ぐ
る
に
及
ば
ざ
る
の
法
を
以

て
す
と
為
す
勿
か
れ
。
吾
れ
今
に
し
て
唐
の
律
詩
百
首
を
釈
し
、
吾
が
一

片
の
老
婆
心
、
大
い
に
夫
の
詩
学
小
成
・
唐
明
詩
礎
の
上
に
過
ぐ
る
者
有

り
。
二
三
子
宜
し
く
細
細
に
之
を
読
む
べ
し
。

第
八
段
。
最
終
段
で
あ
る
。
金
聖
歎
が
『
貫
華
堂
選
批
唐
才
子
詩
』
で
、
扱
っ

た
唐
の
七
言
律
詩
は
六
百
首
で
あ
る
に
比
し
て
、
因
是
が
『
通
俗
唐
詩
解
』
で

解
釈
し
た
唐
の
七
律
は
、
僅
か
に
百
首
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
解
釈

方
法
は
、
右
に
見
た
よ
う
に
、
金
聖
歎
の
前
後
解
の
手
法
に
則
り
な
が
ら
も
、
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そ
れ
に
拘
泥
せ
ず
、『
詩
経
』
大
序
の
六
義
の
中
、
比
興
を
重
視
し
な
が
ら
の

独
自
解
釈
方
法
を
採
用
し
、
さ
ら
に
は
詩
の
中
に
蔵
さ
れ
た
色
彩
感
覚
を
掘
り

起
こ
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
因
是
は
十
分
の
自
信
を
抱
い
て

い
た
如
く
で
、
百
首
の
注
釈
で
あ
る
に
過
ぎ
ぬ
と
雖
も
、
そ
れ
を
つ
ぶ
さ
に
読

む
者
は
、
唐
の
律
詩
を
読
む
方
法
を
つ
か
め
る
し
、
因
是
の
方
法
に
拠
り
つ
つ

全
唐
詩
中
の
律
詩
を
読
破
す
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
が
解
読
で
き
る
と
ま
で
言
い

募
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
因
是
の
方
法
に
拠
っ
て
、
律
詩
を
作
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
、
か
つ
て
流
行
し
た
明
詩
や
現
今
一
世
を
風
靡
す
る
宋
詩
の
よ
う
に
、
単

に
五
言
句
、
七
言
句
を
八
つ
な
ら
べ
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
脱
す
る

で
あ
ろ
う
と
す
る
。

た
だ
、
因
是
の
主
張
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
、
本
書
『
通
俗
唐
詩
解
』
を
読
ん

で
、
唐
律
の
難
と
妙
と
を
知
ら
ば
、
必
ず
し
も
自
分
で
律
詩
が
作
れ
な
く
て
も

よ
い
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
唐
律
の
よ
う
な
緊
密
な
構
成
を
有
す
る
詩
を
作

れ
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
安
直
に
宋
明
の
よ
う
に
た
だ
詩
句
を
八
つ
並
べ
た
だ

け
の
詩
を
作
る
こ
と
に
逃
避
す
る
な
と
勧
告
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
因
是
自
身
が
、
自
説
に
拠
っ
て
、
詩
を
鑑
賞
す
る
こ
と
の
有
効
性
を
認
め

な
が
ら
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
取
り
上
げ
た
よ
う
な
緊
密
な
構
成
を
有
す
る
律

詩
を
自
分
で
作
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
自
認
し
て
い
た
こ
と
を
物
語

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
つ
ま
り
因
是
の
唐
七
言
律
詩
読
解
法
は
、
詩
を
解
釈

鑑
賞
す
る
に
は
有
効
で
あ
る
が
、
詩
の
実
作
に
際
し
て
よ
き
導
き
の
指
針
と
な

る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
か
の
如
く
な
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
因
是
が
自
己
の
防
禦
線
を
引
く
か
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
「
故
さ

ら
に
無
稽
の
高
論
を
設
け
、
及
ば
ざ
る
の
法
」
を
述
べ
た
と
の
非
難
は
誰
か
ら

も
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
右
に
見
て
き
た
ご
と
く
、
因
是
の
主
張

は
、
軽
々
に
唐
土
の
学
説
に
寄
り
掛
か
る
だ
け
の
、
あ
る
い
は
根
拠
の
な
い
党

派
的
発
言
で
は
な
く
、
実
際
の
作
品
の
細
部
に
亘
る
検
討
か
ら
鍛
え
上
げ
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
具
体
的
な
裏
付
け
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
か
ら
。三

、

『
因
是
文
稿
』
上
に
は
、「
如
亭
山
人
初
集
序
」
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
次
の
よ

う
な
一
節
が
あ
る
。
曰
く
、「
唐
詩
を
佳
な
り
と
謂
ふ
者
あ
り
。
其
の
詩
は
具つ

ぶ

さ
に
世
に
存
し
て
、
皆
之
を
誦
す
。
而
れ
ど
も
其
の
佳
な
る
所
以
を
識
る
莫
し
。

其
の
佳
な
る
所
以
を
識
る
莫
き
が
故
に
、
之
を
欺
る
に
、
唐
詩
は
佳
な
ら
ず
し

て
、
宋
詩
は
真
に
佳
な
る
と
い
ふ
を
以
て
す
れ
ば
、
世
或
は
以
て
然
り
と
為
さ

ん
。
甚
だ
し
い
か
な
矣
、
世
俗
の
然
り
と
す
る
と
然
り
と
せ
ざ
る
と
の
定
識
無

き
や
。
余
好
ん
で
唐
詩
を
読
み
て
、
其
の
佳
な
る
所
以
を
識
り
、
以
て
之
を
易

ふ
る
こ
と
無
し
。
嘗
て
其
の
説
を
挙
げ
て
人
に
告
ぐ
。
人
は
皆
以
て
然
り
と
為

さ
ず
。
独
り
柏
山
人
以
て
然
り
と
為
す
。
毅
然
と
し
て
其
の
詩
法
を
変
じ
、
鄙

俚
を
洗
ひ
、
正
音
を
為
し
、
野
狐
禅
を
捨
て
、
大
乗
禅
に
入
る
」、
と
。
こ
れ

は
版
本
『
如
亭
山
人
藁　

初
集
』
に
つ
け
ば
、「
文
化
三
年
春
三
月
」
の
年
記

を
有
す
る
文
章
な
の
で
、「
通
俗
唐
詩
解
序
」
を
因
是
が
し
た
た
め
た
寛
政
十

二
年
よ
り
も
後
の
こ
と
と
な
る
。「
嘗
て
其
の
説
を
挙
げ
て
人
に
告
」
げ
た
と



葛
西
因
是
の
唐
詩
推
重

一
五

い
う
、
唐
詩
が
優
れ
て
い
る
理
由
は
、「
通
俗
唐
詩
解
序
」
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
も
の
と
同
様
の
も
の
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
。
つ
ま
り
、
唐
詩
が
優
れ
て
い

る
の
は
、
と
り
わ
け
そ
の
律
詩
が
前
後
解
、
賦
・
比
・
興
、
色
彩
感
覚
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
解
析
す
る
に
足
り
る
緊
密
な
構
成
を
備
え
る
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
宋
や
明
の
詩
に
は
絶
え
て
見
ら
れ
な
い
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。

『
因
是
文
稿
』
上
所
収
「
柏
山
人
集
序
」
は
、
揖
斐
高
氏
が
右
の
「
如
亭
山

人
初
集
序
」
の
別
稿
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
前
掲
『
遊
人

の
抒
情
』）。
こ
れ
に
つ
い
て
は
揖
斐
氏
の
論
が
備
わ
る
が
、
如
亭
詩
と
の
影
響

関
係
と
い
う
視
座
か
ら
の
揖
斐
氏
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
事
変
わ
り
、
こ
こ
で
は

因
是
の
唐
詩
推
重
と
か
ら
む
く
だ
り
を
中
心
に
別
の
角
度
か
ら
見
直
し
た
い
。

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
次
の
一
節
で
あ
る
。

余
（
＝
因
是
）
嘗
て
山
人
（
＝
如
亭
）
の
為
に
詩
法
を
論
じ
て
曰
く
、
吾

に
詩
法
有
る
も
、
詩
才
無
し
。
子
に
詩
才
有
る
も
詩
法
無
し
。
吾
が
詩
法

を
以
て
、
子
の
詩
才
に
告
ぐ
れ
ば
、
其
の
成
る
に
庶ち

幾か

か
ら
ん
。

因
是
は
如
亭
の
詩
才
を
認
め
る
。
し
か
し
、
如
亭
に
は
詩
論
が
な
い
と
す
る
。

反
対
に
自
分
に
は
理
論
は
あ
る
が
、詩
才
が
な
い
と
す
る
。こ
れ
は
因
是
が
「
通

俗
唐
詩
解
序
」
で
、「
但
だ
唐
人
の
律
詩
を
取
り
て
、
之
を
読
め
ば
、
必
ず
し

も
己
れ
自
り
出
で
ざ
る
も
亦
た
可
な
り
」
と
述
べ
て
、
自
分
が
唐
の
七
律
百
首

を
検
討
し
て
得
た
理
論
は
ゆ
る
ぎ
の
な
い
も
の
だ
が
、
こ
れ
を
実
作
に
援
用
し

な
く
て
も
よ
い
の
で
あ
る
と
し
た
の
と
呼
応
す
る
。
つ
ま
り
、
詩
の
実
作
に
自

信
が
な
い
と
い
う
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱
い
て
い
た
因
是
は
、
そ
れ
だ
け
餘
計

に
詩
の
解
釈
鑑
賞
に
は
強
い
自
信
を
有
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
因
是
は
詩
の

実
作
に
お
い
て
は
、
さ
し
た
る
評
判
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
そ
の

詩
学
を
す
ら
疑
問
視
す
る
冷
笑
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
ま
さ
に
「
詩
に
別
才
有
り
。
而
し
て
学
に
関
は
る
に
あ
ら
ず
」
な
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
穿
ち
す
ぎ
で
あ
る
に
せ
よ
、
宋
詩
流
行
の
当
時
に
あ
っ
て
、

因
是
の
唐
詩
推
重
論
を
受
け
入
れ
る
輩
は
少
数
派
に
属
し
た
。
そ
の
少
数
派
の

一
人
が
如
亭
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
も
う
一
人
を
挙
げ
れ
ば
、
如
亭
に

兄
事
し
た
梁
川
星
巌
で
あ
る
。
星
巌
に
は
「
因
是
庵
の
唐
詩
解
を
読
ん
で
後
に

書
す
」
と
い
う
絶
句
が
あ
り
、「
蟬
嘶な

き
鴉
噪か
ま
び
すし
く
し
て
漫す
ず

ろ
に
紛
々
、
任さ
も

是あ
ら

ば
あ
れ
鳳
鳴
誰
か
聞
く
を
喜
ば
ん
。
解よ

く
戛か
つ

然ぜ
ん

と
し
て
聾
を
振
は
す
の
語
を
作な

す
は
、
人
間
唯
だ
葛
休
文
有
る
の
み
」（『
星
巌
集
』
甲
集
蠡
海
集
）
と
い
う
絶

句
が
あ
り
、
因
是
の
『
通
俗
唐
詩
解
』
を
読
ん
で
、
宋
詩
一
辺
倒
の
当
時
に
あ
っ

て
、
唐
詩
重
ん
ず
べ
き
こ
と
を
自
覚
せ
し
め
ら
れ
た
こ
と
は
著
名
な
逸
事
で
あ

る
。

曰
く
、
比
興
。
曰
く
、
定
位
。
曰
く
、
儷
語
。
三
者
は
詩
法
の
由
る
所
な

り
。
曰
く
、
軽
艶
。
曰
く
、
奔
放
。
曰
く
、
支
離
。
三
者
は
詩
法
の
禁
ず

る
所
な
り
。
詩
に
比
興
無
く
、
徒
ら
に
軽
艶
を
貴
び
、
専
ら
耳
目
に
媚
ぶ

る
は
、
美
な
り
と
雖
も
何
を
か
用
ひ
ん
。
篇
に
定
位
有
る
は
、
猶
ほ
行
陣

の
伍
、
階
梯
の
級
の
ご
と
き
な
り
。
歴
階
顛
蹶
し
、
奔
放
乱
次
す
れ
ば
、

多
し
と
雖
も
何
を
か
用
ひ
ん
。
語
は
必
ず
伉
儷
な
れ
。
支
離
不
倫
に
し
て
、

名
づ
く
る
に
偏
枯
を
以
て
し
、
罵
る
に
吼
文
と
為
す
。
之
を
病
と
獣
音
と

に
比
す
る
は
、
乃
ち
六
朝
四
六
の
法
な
り
。

こ
こ
で
は
「
通
俗
唐
詩
解
序
」
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
、『
詩
経
』
大



一
六

序
の
「
比
興
」
に
拠
っ
て
、
詩
を
解
析
す
る
と
い
う
方
法
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ

て
紹
介
す
る
。「
比
興
」
は
「
定
位
」、「
儷
語
」
と
併
せ
て
詩
の
三
法
と
な
る

の
だ
と
す
る
。
反
対
に
三
禁
は
、「
軽
艶
」、「
奔
放
」、「
支
離
」
な
の
だ
と
い
う
。

「
比
興
」
が
、
明
喩
、
暗
喩
を
用
い
て
の
奥
深
い
表
現
技
法
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

「
軽
艶
」
は
、
う
わ
べ
の
み
を
美
し
く
飾
っ
た
軽
薄
な
表
現
技
法
で
あ
り
、「
定

位
」
が
本
文
の
構
成
が
緊
密
に
連
関
す
る
も
の
で
、
詩
題
な
ど
と
も
呼
応
す
る

所
が
あ
る
も
の
と
す
れ
ば
、「
奔
放
」
は
詩
一
首
の
構
成
な
ど
に
は
意
を
払
っ

て
い
な
い
乱
雑
な
印
象
を
与
え
る
も
の
と
な
る
。「
儷
語
」
は
対
句
表
現
に
つ

い
て
の
対
照
性
の
見
事
さ
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、「
支
離
」
と
は
対
句
が

体
を
な
さ
な
い
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

韻
有
り
て
文
を
為
す
は
、
今
の
詩
な
り
。
韻
無
く
し
て
筆
を
為
す
は
、
今

の
文
な
り
。
体
は
途
を
異
に
す
と
雖
も
、
法
則
は
相
通
ず
。
故
に
属
対
な

る
者
は
、
先
に
方
類
・
的
名
・
双
擬
・
聯
綿
・
互
成
・
異
類
・
双
声
・
畳

韻
・
字
側
・
声
音
を
審

つ
ま
び
らか
に
し
、
詩
の
対
に
は
宜
し
く
之
を
辧
用
す
べ
し
。

詩
と
文
と
が
「
途
を
異
に
す
と
雖
も
法
則
は
相
通
ず
」
と
し
て
い
る
の
は
、

金
聖
歎
が
『
貫
華
堂
選
批
唐
才
子
詩
』
甲
集
七
言
律
巻
二
「
魚
庭
聞
貫
」
で
述

べ
る
「
詩
と
文
と
は
、
是
れ
両
様
の
体
と
雖
も
、
却
て
是
れ
一
様
の
法
な
り
」

を
承
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
金
氏
は
続
け
て
律
詩
の
「
起
承
転
合
」

の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
て
い
て
、
そ
れ
も
ま
た
因
是
と
揆
を
一
に
す
る
か
ら
で

あ
る
。

有
韻
の
文
、
つ
ま
り
押
韻
は
す
る
け
れ
ど
も
、
散
文
に
近
い
と
い
う
の
は
、

説
理
性
の
強
い
傾
向
に
あ
る
宋
詩
に
つ
い
て
よ
く
な
さ
れ
る
表
現
で
、
因
是
が

同
時
代
に
流
行
し
て
い
る
宋
詩
風
を
指
し
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
ま
た
文
章
の

リ
ズ
ム
と
い
う
も
の
を
無
視
し
て
叙
さ
れ
る
の
が
、
同
時
代
の
文
章
の
特
徴
で

あ
る
と
も
因
是
は
捉
え
て
い
た
。
韻
は
踏
む
け
れ
ど
も
文
章
の
よ
う
な
詩
や
、

あ
ま
り
に
も
韻
律
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
文
章
か
ら
脱
す
る
に
は
、
対
句
に
意
を
凝

ら
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
対
句
表
現
を
「
属
対
」
と
し
て
、
因
是

は
こ
れ
を
十
体
に
分
類
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
方
類
」「
声
音
」
を
除
い

て
す
べ
て
『
文
鏡
秘
府
論
』
東
巻
の
唐
の
上
官
儀
、
元
兢
、
崔
融
な
ど
の
詩
論

か
ら
抜
粋
し
た
「
二
十
九
種
対
」
の
中
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
か
よ
う
な

分
類
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
つ
く
し
た
見
事
な
対
句
は
、
な
る
ほ
ど
平
仄
押
韻
以

外
に
詩
を
詩
た
ら
し
む
る
要
素
と
な
る
し
、
文
章
の
な
か
で
は
た
た
み
か
け
る

よ
う
な
リ
ズ
ム
を
醸
す
で
あ
ろ
う
。
因
是
は
こ
の
段
で
は
「
三
法
」
の
一
た
る

「
儷
語
」
に
つ
い
て
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

定
位
な
る
者
は
、
題
に
臨
ん
で
境
を
得
、
境
に
就
い
て
科
を
別
つ
。
約
し

て
之
を
論
ず
れ
ば
、
起
承
転
合
な
り
。
合
は
以
て
起
承
を
収
め
、
転
は
以

て
起
承
を
転
じ
、
承
は
以
て
起
に
接
す
。
故
に
一
聯
を
写
す
に
は
、
宜
し

く
二
聯
の
承
接
を
思
ふ
べ
し
。
承
接
の
後
、
宜
し
く
三
聯
の
転
換
を
思
ふ

べ
し
。
転
換
の
後
、
宜
し
く
四
聯
の
合
収
を
思
ふ
べ
し
。
起
と
承
と
は
、

猶
ほ
父
母
の
ご
と
き
な
り
。
一
体
に
し
て
二
な
ら
ず
。
転
と
合
と
は
、
猶

ほ
子
と
婦
と
の
ご
と
き
な
り
。
亦
た
一
体
に
し
て
二
な
ら
ず
。
父
母
は
一

世
に
し
て
、
子
と
婦
と
は
一
世
な
り
。
画
然
と
し
て
両
世
相
混
淆
せ
ず
。

父
母
は
慈
を
要
す
。
子
と
婦
と
は
孝
を
要
す
。
骨
肉
団
円
、
室
に
勃
谿
無

し
。



葛
西
因
是
の
唐
詩
推
重

一
七

「
三
法
」
の
一
た
る
「
定
位
」
に
つ
い
て
も
因
是
は
掘
り
下
げ
る
。
は
じ
め

に
詩
題
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
詩
境
を
得
て
、
そ
の
詩
境
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
表
現
す
る
と
い
う
の
が
律
詩
の
作
り
方
だ
と
い
う
。
詩
題
の
重
視
は
、
金

聖
歎
の
場
合
は
、『
貫
華
堂
選
批
唐
才
子
詩
』
よ
り
も
『
唱
経
堂
杜
詩
解
』
に

顕
著
な
傾
向
で
あ
る
が
、
因
是
は
『
通
俗
唐
詩
解
』
に
杜
詩
を
も
拾
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
『
貫
華
堂
選
批
唐
才
子
詩
』
に
杜
甫
の
詩
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら

考
え
て
、『
唱
経
堂
杜
詩
解
』
に
拠
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
こ
か
ら

学
ん
だ
態
度
か
と
思
わ
れ
る
。
右
に
見
え
る
律
詩
を
二
句
一
聯
と
し
て
、
各
聯

が
起
承
転
合
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
議
論
は
、
金
聖
歎
の
『
貫
華
堂
選
批
唐
才

子
詩
』
甲
集
七
言
律
巻
二
「
魚
庭
聞
貫
」
に
見
え
る
。
曰
く
、「
二
起
、
二
承
、

二
転
、
二
合
。
八
句
を
勒
定
し
て
、
名
づ
け
て
律
詩
と
曰
ふ
」、
と
。
又
た
曰
く
、

「
詩
と
文
と
は
、
是
れ
両
様
の
体
と
雖
も
、
却
つ
て
是
れ
一
様
の
法
な
り
。
一

様
の
法
な
る
者
は
、
起
承
転
合
な
り
。
起
承
転
合
を
除
き
て
は
、
更
に
文
法
無

し
。
起
承
転
合
を
除
き
て
は
、
亦
た
更
に
詩
法
無
し
」、
と
。「
起
承
転
合
」
の

構
成
を
父
と
母
、
子
と
婦
と
の
関
係
に
な
ぞ
ら
え
る
の
は
、
因
是
の
独
創
に
係

る
で
あ
ろ
う
。

興
を
求
む
る
者
は
、
心
を
以
て
鏡
と
為
せ
ば
、
万
景
入
る
焉
。
意
を
以
て

■
（『
文
稿
』
に
は
一
字
を
欠
く
が
、
恐
ら
く
は
「
景
」
字
な
ら
ん
）
を

写
さ
ば
、
江
山
草
木
皆
世
と
人
と
な
り
。「
江
間
の
波
浪
天
と
兼
に
湧
き
、

塞
上
の
風
雲
、
地
に
接
し
て
陰く

も

る
」（
杜
甫
「
秋
興
八
首
」
其
の
一
）
は
、

天
宝
の
乱
を
写
す
に
非
ざ
ら
ん
や
。「
草
色
全
く
細
雨
を
経
て
湿う
る
ほひ
、
花

枝
動
か
ん
と
欲
す
る
に
春
風
寒
し
」（
王
維
「
酒
を
酌
み
て
裴は
い

廸て
き

に
与
ふ
」）

は
、
小
人
の
道
長
じ
、
君
子
の
道
消
ゆ
る
を
写
す
に
非
ざ
ら
ん
や
。

「
三
法
」
の
一
た
る
「
比
興
」
は
「
通
俗
唐
詩
解
序
」
で
も
重
視
さ
れ
た
詩

の
分
析
あ
る
い
は
構
成
方
法
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
具
体
的
に
杜
甫
と
王
維
の

詩
句
を
拉
し
来
た
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
詩
人
に
は
い
い
た
い
こ
と
＝
「
意
」

が
あ
っ
て
、こ
れ
を
風
景
描
写
に
託
し
て
表
現
す
る
こ
と
が
あ
り
、こ
れ
を
「
比

興
」
と
い
う
の
だ
と
い
う
。
杜
甫
「
秋
興
」
の
長
江
の
天
に
ま
で
届
か
ん
と
す

る
波
濤
や
要
塞
の
上
か
ら
立
ち
込
め
て
い
る
風
雲
の
表
現
は
、
安
禄
山
の
乱
を

暗
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
王
維
の
「
酒
を
酌
み
て
裴
廸
に
与
ふ
」
の
草
の
様
子

で
雨
を
受
け
て
し
っ
と
り
と
し
、
高
い
枝
に
咲
い
た
花
が
冷
た
い
春
風
に
揺
ら

ぐ
と
い
う
の
は
、
凡
俗
の
徒
が
政
界
に
幅
を
利
か
し
、
高
徳
の
君
子
が
冷
遇
さ

れ
る
こ
と
を
暗
喩
し
て
い
る
の
だ
と
因
是
は
説
明
す
る
。
こ
の
王
維
と
杜
甫
と

の
詩
は
、
い
ず
れ
も
因
是
の
『
通
俗
唐
詩
解
』
に
も
金
聖
歎
の
『
貫
華
堂
選
批

唐
才
子
詩
』
と
『
唱
経
堂
杜
詩
解
』
に
取
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
一
聯
の
み
を
拾

う
と
単
な
る
自
然
描
写
の
如
く
だ
が
、
律
詩
全
体
を
見
渡
し
て
、
再
度
こ
の
詩

を
見
つ
め
る
と
因
是
の
主
張
に
は
合
点
が
行
く
で
あ
ろ
う
。
因
是
は
王
維
詩
に

つ
い
て
は
、「
草
色
七
字
ハ
、
不
才
得
意
ノ
人
ヲ
写
ス
。
花
枝
七
字
ハ
有
才
失

意
ノ
人
ヲ
写
ス
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
因
是
の
主
張
と
直
結
す
る
読
み
は
金

氏
の
叙
述
に
は
見
ら
れ
ぬ
。

唐
人
の
作
家
、
三
法
を
具そ

な

へ
ざ
る
は
莫
し
。
蓋
し
精
細
を
以
て
之
を
得
た

る
な
ら
ん
。
宋
元
明
清
は
三
法
皆
失
す
。
蓋
し
之
を
粗
奔
に
失
せ
し
な
ら

ん
。
況
や
我
の
宋
元
明
清
を
学
ぶ
を
や
。

因
是
が
時
流
に
抗
し
て
唐
詩
を
取
っ
て
、
宋
元
明
清
の
詩
を
取
ら
な
い
の
は
、



一
八

右
に
見
た
「
三
法
」、
則
ち
「
比
興
」、「
定
位
」、「
儷
語
」
の
ど
の
点
を
取
っ

て
も
、
唐
詩
に
は
そ
れ
が
精
細
に
備
わ
る
の
に
、
宋
元
明
清
の
詩
に
は
そ
れ
が

あ
っ
て
も
粗
雑
な
ま
ま
で
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
。

今
人
、
杜
の
精
細
を
学
ぶ
に
渝か

へ
て
、
宋
元
明
清
の
粗
奔
を
学
ぶ
。
吾
れ

之
を
誘
ひ
、
之
を
栽や
し
なふ
を
知
ら
ず
。
杜
子
美
に
句
有
り
て
云
ふ
、「
晩
節

漸
く
詩
律
に
於
い
て
細
か
な
り
」（「
悶
を
遣
る
。
戯
れ
に
路
十
九
曹
長
に

呈
す
」）、
と
。
其
の
李
太
白
に
与
ふ
（「
春
日
李
白
を
憶
ふ
」）
に
云
ふ
、「
何い

づ

れ
の
時
に
か
一
尊
の
酒
も
て
、
重
ね
て
与と
も

に
細
か
に
文
を
論
ぜ
ん
」、
と
。

夫
れ
李
杜
の
文
を
論
ず
る
に
、
別
に
法
無
し
。
杜
公
の
自
負
、
も
亦
た
細

を
舎
て
て
、
別
字
無
し
。
而
し
て
其
の
細
は
必
ず
晩
節
に
於
い
て
す
。
細

の
難
き
や
、
其
れ
知
る
可
き
な
り
矣
。

因
是
は
精
細
緻
密
に
詩
の
三
法
を
備
え
る
が
ゆ
え
に
、
唐
詩
を
、
中
で
も
杜

詩
を
最
高
の
境
地
に
達
す
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
杜
甫
の
詩
句

を
拉
し
来
た
っ
て
、
こ
の
間
の
議
論
に
鳧
を
つ
け
て
い
る
。
杜
甫
の
句
に
従
え

ば
、
杜
甫
は
何
よ
り
も
詩
に
お
い
て
は
表
現
構
成
の
緻
密
、
つ
ま
り
三
法
の
精

細
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
杜
甫
で
す
ら
晩
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く

詩
法
が
精
細
緻
密
に
な
っ
て
き
た
と
の
自
覚
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
唐
詩

の
よ
う
な
立
派
な
詩
を
作
る
こ
と
の
難
儀
が
知
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
冒
頭
、

因
是
は
同
時
代
の
詩
人
が
、
粗
雑
な
、
韻
は
踏
ん
で
い
る
が
散
文
の
よ
う
な
、

宋
元
明
清
の
詩
に
学
び
、
精
細
緻
密
な
杜
甫
の
詩
に
学
ば
な
い
風
潮
を
歎
い
て
、

な
ん
と
か
し
た
い
と
思
っ
て
も
お
手
上
げ
だ
と
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
風
潮
の

中
で
、
如
亭
が
自
説
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。「
柏
山
人
集
序
」
が
こ
の
後
再
び
如
亭
に
関
す
る
こ
と
に
筆
を
転

じ
る
所
以
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
こ
で
の
議
論
の
対
象
で
は
な
い
。

因
是
の
唐
詩
推
重
の
あ
り
よ
う
を
「
通
俗
唐
詩
解
」
と
「
柏
山
人
集
序
」
を

中
心
に
見
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
少
年
期
の
唐
詩
選
の
素
読
に
発
し
て
、
詩

作
を
始
め
て
か
ら
は
、
唐
人
は
何
ゆ
え
に
、
ど
ん
な
動
機
を
懐
い
て
詩
を
作
っ

た
か
を
知
り
尽
く
し
た
い
と
の
思
い
に
駆
ら
れ
、
先
輩
宿
老
に
問
う
て
、
詩
の

妙
諦
は
解
す
べ
き
と
解
す
べ
か
ら
ざ
る
と
の
間
に
あ
る
と
の
答
え
に
ど
う
し
て

も
飽
き
足
ら
な
い
も
の
を
感
じ
て
、
独
自
に
唐
詩
解
読
を
試
み
る
折
か
ら
、
金

聖
歎
の
唐
詩
論
と
の
邂
逅
が
あ
り
、
そ
の
前
後
解
の
手
法
に
感
銘
す
る
も
の
の
、

金
聖
歎
の
方
法
に
囚
わ
れ
ず
、
独
自
の
唐
詩
解
読
法
の
体
得
を
目
指
す
。
そ
の

結
果
、
自
ら
に
は
如
亭
の
よ
う
な
詩
才
は
な
い
に
し
て
も
、
独
自
の
詩
法
が
備

わ
っ
た
と
の
自
信
を
懐
く
に
至
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
結
果
と
し
て
は
荻
生
徂

徠
古
文
辞
学
派
と
同
様
に
唐
詩
を
推
重
す
る
論
と
な
り
、『
通
俗
唐
詩
解
』
で

扱
う
詩
は
金
聖
歎
が
『
貫
華
堂
選
批
唐
才
子
詩
』
で
取
り
上
げ
た
詩
に
、『
唐

詩
選
』『
三
体
詩
』
に
収
載
さ
れ
る
詩
人
熟
知
の
唐
詩
に
限
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
そ
れ
は
「
此
篇
八
首
聯
絡
シ
テ
、
全
部
秋
興
一
篇
ヲ
成
ス
、
一
首
ヲ
欠

ク
ベ
カ
ラ
ズ
、
李
家
ノ
選
、
其
四
首
ヲ
取
ル
、
何
ノ
心
腸
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ズ
、

自
叙
シ
テ
三
百
年
ノ
唐
詩
其
選
ニ
盡
ト
称
ス
、
笑
フ
ベ
キ
コ
ト
甚
シ
、
今
全
篇

ヲ
取
テ
、
批
釋
ヲ
下
シ
、
學
詩
ノ
後
進
ニ
示
ス
」（『
通
俗
唐
詩
解
』
下
、
杜
甫

「
秋
興
八
首
」
題
下
注
よ
り
）」
な
ど
と
『
唐
詩
選
』
の
編
集
方
法
を
嘲
笑
し
て

斥
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
決
し
て
古
文
辞
学
派
の
「
詩
は
盛

唐
」
を
奉
ず
る
一
部
末
流
学
徒
の
如
く
根
拠
も
な
く
し
て
呼
号
し
、
盲
目
的
に



葛
西
因
是
の
唐
詩
推
重

一
九

追
従
す
る
徒
輩
の
標
語
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
詩
の
構
成

や
用
語
、
語
法
、
色
彩
感
覚
な
ど
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
実
際
の
作
品
の
読
み
に

即
し
て
帰
納
さ
れ
た
も
の
で
、
因
是
独
自
の
見
識
が
光
る
部
分
が
多
い
。
そ
れ

が
宋
詩
流
行
の
時
世
に
あ
っ
て
孤
立
無
援
の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
合
理

的
に
し
て
か
つ
説
得
力
に
あ
ふ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
同
時
代
の
優

れ
た
才
能
で
あ
っ
た
柏
木
如
亭
と
梁
川
星
巌
と
い
う
二
人
の
詩
人
を
し
て
そ
の

作
風
を
転
換
せ
し
め
た
一
事
に
徴
し
て
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

葛
西
因
是
を
論
ず
る
に
際
し
て
の
当
面
の
課
題
は
、『
因
是
文
稿
』
に
見
え

る
館
柳
湾
の
中
晩
唐
詩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
冠
し
た
独
特
の
序
文
数
種
や
「
辧

唐
詩
」
な
る
一
文
に
展
開
さ
れ
る
『
三
体
詩
』
論
に
も
見
る
べ
き
唐
詩
論
が
展

開
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
稿
を
改
め
て
そ
れ
ら
に
検
討
を
加
え
る
こ

と
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
。
次
に
因
是
の
か
か
る
精
緻
な
詩
論
が
自
身
の
詩
作

に
い
か
に
関
わ
っ
て
い
る
か
は
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
が
、
そ
の
詩
集
は
写
本

の
ま
ま
伝
わ
ら
な
い
の
で
、『
五
山
堂
詩
話
』
や
『
采
風
集
』
な
ど
に
散
見
す

る
わ
ず
か
の
作
品
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。
さ
ら
に
は
『
源
氏
物
語
』
の
批
評

史
に
近
代
評
論
の
先
駆
け
と
も
評
さ
れ
る
斬
新
な
読
み
を
提
示
し
た
こ
と
と
か

よ
う
な
唐
詩
論
の
ス
タ
イ
ル
と
の
関
連
を
さ
ぐ
る
と
い
う
テ
ー
マ
も
筆
者
の
前

に
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。




